大多喜町観光協会規約
第１章　総則

　（名称）
第１条　本会は、大多喜町観光協会（以下「協会」という。）と称する。

　（事務所）
第２条　協会の事務局は、大多喜町産業振興課に置く。

　（目的）
第３条　協会は、大多喜町の観光関係当事者と密接な連絡を取り、本町に有する観光資源の整備改良に努め、その宣伝紹介を通じ観光客の誘致を図り、本町の観光事業の振興と経済的発展に寄与することを目的とする。
　　　第２章　事業
　（事業）
第４条　協会は前条の目的を達成する為に次の事業を行う。

⑴　城と渓谷の大多喜町の宣伝、紹介並びに斡旋

⑵　観光資源の開発並びに観光施設の調査及び整備改良
⑶　観光客の誘致斡旋
⑷　観光土産品の育成並びに指導
⑸　観光農業の推進並びに指導
⑹　観光情報の収集交換及び印刷物の配布並びに観光諸機関との連絡
⑺　観光思想の普及並びに諸行事の開催
⑻　その他協会の目的を達成するために必要な事項
第３章　組織
　（会員）
第５条　協会は次の会員を以って組織する。

⑴　会員は、協会の趣旨に賛同する個人及び団体とする。

⑵　会員は、一般会員と賛助会員とに区分しその決定は理事会で行う。
　（会費）
第６条　協会の会員は別に定める会費を納入する。

（役員）

第７条　協会に次の役員を置く。

⑴　会長　１名

⑵　副会長　４名

⑶　理事　２５名以内

⑷　監事　２名

⑸　顧問　若干名

　（選出）
第８条　理事、監事は総会において選出する。

２　会長、副会長は理事の互選により選出する。

（任期）

第９条　役員の任期は２ヵ年とし再任を妨げない。

２　補欠によって就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。
　（職務）
第１０条　役員の職務は次のとおりとし、いずれも非常勤とする。

⑴　会長は協会を代表し、会務を総理する。

⑵　副会長は会長を補佐し、会長事故ある時は代理する。

⑶　理事会は会務を審議し処理する。

⑷　監事は会計を監査する。

　（顧問）
第１１条　協会に顧問を置くことができる。

２　顧問は理事会に諮り会長が委嘱する。

３　顧問は会長の諮問に応ずる。
第４章　会議

　（会議）
第１２条　協会の会議は、総会及び理事会とし会長が召集しその議長となる。

　（総会）
第１３条　総会は定期総会及び臨時総会とする。

２　定期総会は毎事業年度終了後概ね２ヶ月以内に会長が召集する。

３　臨時総会は会長が必要と認めたとき、又は会員の過半数から会議に附すべき事項を示して請求があったとき召集する。
　（総会の議決事項）
第１４条　総会に附すべき事項は次のとおりとする。

⑴　毎年度の事業計画及び収支予算

⑵　毎年度の事業報告及び収支決算

⑶　規約の変更
⑷　会費の決定及び徴収

⑸　前各号に掲げるものの他会長が特に必要と認める事項

　（理事会の議決事項）
第１５条　理事会に附すべき事項は次のとおりとする。

⑴　総会に附すべき事項

⑵　会費の徴収に関する事項

⑶　協会の運営に関する事項
⑷　その他会長が特に必要と認める事項

　（定員数等）
第１６条　総会、理事会の議決は出席者の過半数を以って定める。
　　　第５章　会計
（会計）
第１７条　協会の経費は、会費、補助金、寄付金及びその他収入をこれに充てる。
　（会計年度）

第１８条　　本会計年度は毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。
　　　第６章　事務局
　（事務局）
第１９条　協会の事務を処理するために事務局を置く。

２　事務局　　４名

３　事務局は会長が委嘱する。
第７章　雑則

　（その他）

第２０条　この規約に定めるもののほか、協会の運営に関し必要な事項は別に定める。
附　則

　この規約は、昭和５４年９月２２日からこれを施行する。

　規約の一部改正、昭和５７年５月２５日

　規約の一部改正、平成　５年６月２１日（第７条）






